
業 績 目 録 

松田 裕貴 

（奈良先端科学技術大学院大学） 

2023 年 8 月 10 日現在 
 
■ 教育実績 

❏ 講義実績 

E-1. ユーザ参加型センシング 

青山学院大学 博士前期課程オムニバス講義 （2022 年） 

E-2. 情報科学特別講義 A・C 

奈良先端科学技術大学院大学 博士前期課程講義 （2020 年） 

E-3. ユビキタスシステム 

奈良先端科学技術大学院大学 博士前期課程講義 （2019 年〜現在） 

E-4. GEIOT プロトタイピング基礎 B 

奈良先端科学技術大学院大学 博士前期課程講義 （2019 年〜現在） 

E-5. 情報理工学 PBL I 

奈良先端科学技術大学院大学 博士前期課程講義 （2019 年〜現在） 

❏ 学生指導実績 

S-1. 博士後期課程学生 6 名（内 4 名は留学生）の副指導教員・博士論文審査員 （2019 年度〜現在） 

S-2. 博士前期課程学生 18 名（内 1 名は留学生）の副指導教員・修士論文審査員 （2019 年度〜現在） 

 

 

■ 外部資金獲得状況 

❏ 研究代表者 

G-1. 科学技術振興機構 戦略的創造研究推進事業 さきがけ 

「IoT が拓く未来」研究領域（研究総括： 徳田英幸） 

人の知覚を用いた参加型 IoT センサ調整基盤の創出（JPMJPR2039） 

2020 年 11 月〜2024 年 3 月 

G-2. KDDI 財団 調査研究助成 

珠算行動の認識による学習者支援システム 

2021 年 4 月〜2024 年 3 月 

G-3. 日本学術振興会 科研費 研究活動スタート支援 

観光客属性差および環境ノイズにロバストなマルチモーダル心理状態推定システムの構築

（19K24345） 

2019.10-2021.03 

G-4. 大阪大学 Society 5.0 実現化研究拠点支援事業 グランドチャレンジ研究プロジェクト 

歯ブラシ型 IoT による口臭センシングに基づく口腔環境ケア支援基盤 

2019.10-2021.03 

G-5. 日本学術振興会 若手研究者海外挑戦プログラム 

ユーザ参加型センシングとマルチモーダル対話を介した感情推定による観光満足影響度推定 

2017.10-2018.09 

G-6. 日本学術振興会 特別研究員 DC1 （特別研究員奨励費） 



モバイル端末を用いた街灯照度センシングによる夜間道の安全性判定とその実用化（16J09670） 

2016.04-2019.03 

❏ 研究分担者 

G-7. 日本学術振興会 科研費 基盤研究（B） 

文章中の人物の移動軌跡を実世界の地図上に接地するための基礎研究とその応用（22H03648） 

代表： 大内啓樹（奈良先端科学技術大学院大学） 

2022 年 4 月〜2025 年 3 月 

G-8. 日本学術振興会 科研費 基盤研究（B） 

マルチモーダルセンシングとモバイルフェデレーション学習による場所コンテキスト収集（21H03431） 

代表： 安本慶一（奈良先端科学技術大学院大学） 

2021 年 4 月〜2024 年 3 月 

G-9. 日本学術振興会 科研費 基盤研究（B） 

介護職員の業務負担軽減に向けた時空間行動認識に基づく次世代介護プランニング基盤

（20H04177） 

代表： 藤本まなと（大阪公立大学） 

2020 年 4 月〜2024 年 3 月 

G-10. 日本学術振興会 科研費 基盤研究（A） 

インターネット壊滅時でも持続可能な災害情報流通支援システムの構築 Phase2（19H01139） 

代表： 諏訪博彦（奈良先端科学技術大学院大学） 

2019.04-2023.03 

G-11. 日本学術振興会 科研費 基盤研究（A） 

リアルタイムコンテンツキュレーションのための参加型センシング基盤（16H01721） 

代表： 安本慶一（奈良先端科学技術大学院大学） 

2016.04-2020.03 

 

❏ 共同研究（研究代表者） 

G-12. 讀賣テレビ放送株式会社, テレビ視聴ログデータの分析に関する共同研究 （2021 年〜現在） 

G-13. 日本たばこ産業株式会社, ポイ捨てゴミセンシング技術に関する共同研究 （2022 年〜現在） 

G-14. ソフトバンク株式会社, 公共空間の混雑度推定技術に関する共同研究 （2022 年〜現在） 

G-15. YuMake株式会社, 参加型センシングによる体感温度推定に関する共同研究 （2023 年〜現在） 

 

 

■ 学会および社会における活動等 

❏ 学会活動（所属学会） 

A-1. 情報処理学会 （2013 年〜現在） 

A-2. 日本建築学会 （2019 年〜現在） 

A-3. 電子情報通信学会 （2022 年〜現在） 

A-4. 人工知能学会 （2023 年〜現在） 

A-5. IEEE （2020 年〜現在） 

❏ 学会活動（運営委員） 

A-6. 情報処理学会 IoT 行動変容学研究グループ, 運営委員 （2022 年〜現在） 

A-7. 電子情報通信学会 センサネットワークとモバイルインテリジェンス研究専門委員会, 幹事補佐 （2022



年〜） 

A-8. 情報処理学会 ユビキタスコンピューティングシステム研究会, 運営委員 （2021 年〜現在） 

A-9. 情報処理学会 関西支部研究会 行動変容と社会システム研究会, 幹事 （2019 年〜現在） 

❏ 学会活動（イベント） 

A-10. The 22nd ACM International Conference on Mobile Systems, Applications, and Services (MobiSys '24), 

Demo Chair （2024 年） 

A-11. International Conference on Smart Computing 2024 (SmartComp '24), Poster Chair （2024 年） 

A-12. The 13th International Conference on the Internet of Things (IoT '23), Poster-Demo Chair （2023 年） 

A-13. マルチメディア、分散、協調とモバイルシンポジウム（DICOMO '23）, 実行委員 （2023 年） 

A-14. 社会システムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '23）, 実行委員 （2022 年） 

A-15. 第 30回 マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSWS '22）, 組織委員 （2022 年） 

A-16. マルチメディア、分散、協調とモバイルシンポジウム（DICOMO '22）, 実行委員 （2022 年） 

A-17. 社会システムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '22）, 実行委員 （2022 年） 

A-18. 社会システムと情報技術研究ウィーク（RST '21）, 実行委員 （2021 年） 

A-19. 第 28回 マルチメディア通信と分散処理ワークショップ（DPSWS '20）, 組織委員 （2020 年） 

A-20. The 1st International Workshop on Pervasive Computing and Spoken Dialogue Systems Technology 

(PerDial '19), Organizer （2019 年） 

A-21. The 11th International Conference on Mobile Computing and Ubiquitous Networking (ICMU '18), Web 

Chair （2018 年） 

❏ 地域貢献活動 

A-22. 北海道松前町, 市民参加型写真収集システムを提供しオープンデータの作成に貢献 （2023 年） 

A-23. 奈良県生駒市, 生駒駅南口エリアプラットフォーム構成員 （2023 年〜現在） 

A-24. 奈良県生駒市, いこま SDGsアクションネットワークアドバイザー （2022 年〜現在） 

A-25. 奈良県生駒市, 生駒市立生駒南第二小学校における全校縦割りアクティブラーニング授業システム

「にしょロボくん」の提供 （2021 年〜現在） 

A-26. 日本全国, 写真収集システムを提供し日本各地 22 地域（北海道〜沖縄）での全国一斉写真撮影イ

ベントの開催、および、オープンデータの作成に貢献 （2020 年） 

A-27. 奈良県生駒市, 市民参加型写真収集システムを提供しオープンデータの作成に貢献 （2020 年） 

A-28. 奈良県生駒市, 生駒市立中学校における出前講義 （2019 年〜現在） 

❏ 主要な受賞 （全 27 件のうち抜粋） （※研究業績と対応する受賞歴は研究業績の項を参照ください） 

A-29. 文部科学省・経済産業省共同による第 11回キャリア教育推進連携表彰 「優秀賞」  

生駒市立生駒南第二小学校全校児童がつくる地域の魅力発信アプリ「にしょロボくん」プロジェクト,  

2022 年 12 月 16 日 

A-30. 第 5回日本 ICT 教育アワード 「経済産業大臣賞」  

教員からのボトムアップで推進する生駒市のやわらかい ICT 教育改革, 2022 年 11 月 17日 

A-31. イクハク・育児助成金白書 「2021 年度奈良県ベスト育児制度賞」 

子どもたち目線で作った「日本で一番ニッチ」な地域の魅力発信アプリ, 2022 年 9 月 22 日 

A-32. 「電波の日・情報通信月間」記念中央式典 「オープンデータアプリ総務大臣奨励賞」 

NGY Night Street Advisor 〜 明るい夜道を案内する安心・安全な歩行者ナビゲーションシステム,  

2014 年 6 月 2 日 



A-33. オープンデータ流通推進コンソーシアム・総務省主催 オープンデータ・アプリコンテスト 「優秀賞」  

フォトロケハンター!!, 2014 年 3 月 12 日 

A-34. 経済産業省・総務省主催 オープンデータ ユースケースコンテスト 「最優秀賞」 

NGY Night Street Advisor 〜 明るい夜道を案内する安心・安全な歩行者ナビゲーションシステム, 

2014 年 2 月 7日 

❏ 報道 

A-35. ポイ捨てゴミセンシングシステム（Tongar）プロジェクトに関する報道等 ［17件］ 

NHK 総合（2022/12）, 毎日新聞（2022/11）, 産経新聞（2022/10）, 読売新聞（2022/08）, 奈良新聞

（2022/08） , 日経新聞（2022/07） , 産経新聞（2022/06） , 読売新聞（2022/06） , 奈良テレビ

(2022/05), テレビ大阪(2022/05), 読売新聞（2022/04）, 奈良テレビ(2022/03), 奈良新聞（2022/03）, 

朝日新聞（2022/03）, 日経新聞（2022/02）, 毎日放送(2022/01), NHK 奈良（2020/09） 

A-36. 箸型 IoT による食事行動変容システム（eat2pic）プロジェクトに関する報道等 ［2件］ 

ITmedia NEWS（2021/03）, NHK 奈良（2021/02） 

A-37. 給食献立オープンデータ（4919）プロジェクトに関する報道等 ［4件］ 

政府 CIO ポータル（2018/02）, 朝日新聞デジタル（2017/12）, 日経 BP（2017/11）, 生駒市広報

（2017/11） 

A-38. ベルト型ウェアラブルデバイス（WaistonBelt）プロジェクトに関する報道等 [12件] 

週刊プレイボーイ（2017/03）, 日刊工業新聞（2017/02）, NHK 総合（2017/01）, 日刊工業新聞

（2016/08）, NHK 奈良（2016/02）, 週刊ダイヤモンド（2015/09）, 日経 xTECH（2015/09）, RBB 

Today（2015/08）, Japan Times(2015/08), The Bridge(2015/06), @IT（2014/12） 

A-39. ユーザ参加型街灯照度収集システム（NightRoadScanner）プロジェクトに関する報道等 [6件] 

政府 CIO ポータル（2016/10）, 日経 BP（2015/10）, 静岡新聞（2015/10）, 神戸新聞（2015/05）, 神

戸新聞（2014/06）, 神戸新聞（2014/02） 

 

 

■ 研究業績 

❏ 論文誌・ジャーナル 

J-1. Jiaxuan Zhang, Yuki Matsuda, Manato Fujimoto, Hirohiko Suwa, Keiichi Yasumoto: “Movement 

Recognition via Channel-Activation-Wise sEMG Attention,” Methods, Vol.218, pp.39-47, 2023. 

《Impact Factor (2022) = 8.5》 

J-2. Daisuke Nose, Tomokazu Matsui, Takuya Otsuka, Yuki Matsuda, Tadaaki Arimura, Keiichi Yasumoto, 

Masahiro Sugimoto, Shin-Ichiro Miura: “Development of Machine Learning-Based Web System for 

Estimating Pleural Effusion Using Multi-Frequency Bioelectrical Impedance Analyses,” Journal of 

Cardiovascular Development and Disease, Vol.10, No.7:291, pp.1-14, 2023. 《Impact Factor (2022) 

= 2.4》 

J-3. Koki Tachibana, Yugo Nakamura, Yuki Matsuda, Hirohiko Suwa, Keiichi Yasumoto: “ACOGARE: 

Acoustic-Based Litter Garbage Recognition Utilizing Smartwatch,” Sustainability, Vol.15, 

No.13:10079, pp.1-17, 2023. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-4. 松田裕貴, 尾崎えり子, 日高興人, 吉田友子, 小野博之, 仲林政子, 西浦弘望, 久保進也, 城野

聖一: “にしょロボくん： 地域の魅力発信アプリの共創を題材とする GIGA スクール端末を用いた全校

縦割り活動の実践,” 情報処理学会論文誌デジタルプラクティス（TDP）, Vol.4, No.2, pp.55-66 2023. 

J-5. Yugo Nakamura, Rei Nakaoka, Yuki Matsuda, Keiichi Yasumoto: “eat2pic: An Eating-Painting 

Interactive System to Nudge Users into Making Healthier Diet Choices,” Proceedings of the ACM on 

Interactive, Mobile, Wearable and Ubiquitous Technologies (IMWUT), Vol.7, No.1, pp.1-23, 2023. 



J-6. 幸田雄太, 川口健一, 水本旭洋, 松田裕貴: “差分画像と Grad-CAM を利用した大規模天井の損

傷領域の特定方法に関する研究,” 日本建築学会技術報告集, Vol.29, No.71, pp.132-137, 2023. 

J-7. Eunice Likotiko, Yuki Matsuda, Keiichi Yasumoto: “Garbage Content Estimation Using Internet of 

Things and Machine Learning,” IEEE Access, Vol.11, pp.13000-13012, 2023. 《Impact Factor (2022) 

= 3.9》 

J-8. 松田裕貴, 榊原太一, 松田裕貴, 水本旭洋, 安本慶一: “放送局を横断する大規模テレビ視聴履歴

データの統合手法の提案と実践,” 情報処理学会論文誌デジタルプラクティス（TDP）, Vol.4, No.1, 

pp.34-44, 2023. 

J-9. Research Dawadi, Teruhiro Mizumoto, Yuki Matsuda, Keiichi Yasumoto: “PATROL: Participatory 

Activity Tracking and Risk Assessment for Anonymous Elderly Monitoring,” Sensors, Vol.22, 

No.18:6965, pp.1-28, 2022. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-10. Yuki Matsuda, Shogo Kawanaka, Hirohiko Suwa, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto: “ParmoSense: 

Scenario-based Participatory Mobile Urban Sensing Platform with User Motivation Engine,” Sensors 

and Materials, Vol.34, No.8, pp.3063-3091, 2022. 《Impact Factor (2022) = 1.2》 

J-11. Kazuki Oi, Yugo Nakamura, Yuki Matsuda, Manato Fujimoto, Keiichi Yasumoto: “Inertial 

Measurement Unit-sensor-based Short Stick Exercise Tracking to Improve Health of Elderly People,” 

Sensors and Materials, Vol.34, No.8, pp.2911-2928, 2022. 《Impact Factor (2022) = 1.2》 

J-12. 後上正樹, 松田裕貴, 荒川豊, 安本慶一: “オンラインアンケートにおける不適切回答自動検出に向

けた回答操作ログの統計分析,” 日本データベース学会和文論文誌, Vol.20-J, Article No.9, pp.1-7, 

2022. 

J-13. Yuji Kanamitsu, Eigo Taya, Koki Tachibana, Yugo Nakamura, Yuki Matsuda, Hirohiko Suwa, Keiichi 

Yasumoto: “Estimating Congestion in a Fixed-Route Bus by Using BLE Signals,” Sensors, Vol.22, 

No.3:881, pp.1-15, 2022. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-14. 日高真人, 松田裕貴, 諏訪博彦, 多屋優人, 安本慶一: “観光客のパーソナリティと行動との関係性

分析：一泊二日の京都旅行を想定したアンケート調査による検証,” 社会情報学, Vol.10, No.2, 

pp.23-36, 2021. 

J-15. Tomohide Yoshie, Yuki Matsuda, Yutaka Arakawa, Haruki Otsubo, Takashi Araga, Kentaro Tatsuno, 

Satoshi Takaishi, Noriko Usuki, Toshihiro Ueda: “The Influence of Experience on Gazing Patterns 

during Endovascular Treatment: Eye-Tracking Study,” Journal of Neuroendovascular Therapy, advpub, 

pp.1-7, 2021. 

J-16. Ko Watanabe, Yusuke Soneda, Yuki Matsuda, Yugo Nakamura, Yutaka Arakawa, Andreas Dengel, 

Shoya Ishimaru: “DisCaaS: Micro Behavior Analysis on Discussion by Camera as a Sensor,” Sensors, 

Vol.20, No.17:5719, pp.1-16, 2021. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-17. Zhihua Zhang, Juliana Miehle, Yuki Matsuda, Manato Fujimoto, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto, 

Wolfgang Minker: “Exploring the Impacts of Elaborateness and Indirectness in a Behavior Change 

Support System,” IEEE Access, Vol.9, pp.74778-74788, 2021. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-18. Tomoki Tanaka, Yuki Matsuda, Manato Fujimoto, Hirohiko Suwa, Keiichi Yasumoto: “Evacuation 

Shelter Decision Method Considering Non-Cooperative Evacuee Behavior to Support the Disaster 

Weak,” Sustainability, Vol.13, No.9:5106, pp.1-21, 2021. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-19. Masaki Gogami, Yuki Matsuda, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto: “Detection of Careless Responses 

in Online Surveys Using Answering Behavior on Smartphone,” IEEE Access, Vol.9, pp.53205-53218, 

2021. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-20. Niklas Rach, Yuki Matsuda, Stefan Ultes, Wolfgang Minker, Keiichi Yasumoto: “Estimating Subjective 

Argument Quality Aspects from Social Signals in Argumentative Dialogue Systems,” IEEE Access, 

Vol.9, pp.11610-11621, 2021. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 



J-21. Akihiro Matsuda, Tomokazu Matsui, Yuki Matsuda, Hirohiko Suwa, Keiichi Yasumoto: “A Method for 

Detecting Street Parking Using Dashboard Camera Videos,” Sensors and Materials, Vol.33, No.1, 

pp.17-34, 2021. 《Impact Factor (2022) = 1.2》 

J-22. Shogo Isoda, Masato Hidaka, Yuki Matsuda, Hirohiko Suwa, Keiichi Yasumoto: “Timeliness-Aware 

On-Site Planning Method for Tour Navigation,” Smart Cities 2020, Vol.3, No.4, pp.1383-1404, 2020. 

J-23. Shogo Kawanaka, Yuki Matsuda, Hirohiko Suwa, Manato Fujimoto, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto: 

“Gamified Participatory Sensing in Tourism: An Experimental Study of the Effects on Tourist Behavior 

and Satisfaction,” Smart Cities 2020, Vol.3, No.3, pp.736-757, 2020. 

J-24. Masato Hidaka, Yuki Kanaya, Shogo Kawanaka, Yuki Matsuda, Yugo Nakamura, Hirohiko Suwa, 

Manato Fujimoto, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto: “On-Site Trip Planning Support System Based 

on Dynamic Information on Tourism Spots,” Smart Cities 2020, Vol.3, No.2, pp.212-231, 2020. 

J-25. Yugo Nakamura, Yuki Matsuda, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto: “WaistonBelt X: A Belt-Type 

Wearable Device with Sensing and Intervention Toward Health Behavior Change,” Sensors 2019, Vol. 

19, No.20:4600, 2019. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-26. Yuki Matsuda, Dmitrii Fedotov, Yuta Takahashi, Yutaka Arakawa, Keiichi Yasumoto, Wolfgang 

Minker: “EmoTour: Estimating Emotion and Satisfaction of Users Based on Behavioral Cues and 

Audiovisual Data,” Sensors 2018, Vol. 18, No.11:3978, 2018. 《Impact Factor (2022) = 3.9》 

J-27. Yutaka Arakawa, Yuki Matsuda: “Gamification mechanism for enhancing a participatory urban sensing: 
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（DICOMO 2023）シンポジウム論文集, pp.1304-1309, 富山県富山市, 2023 年 7 月. 《ヤングリサー

チャ賞》 

D-5. 小林永実, 松田裕貴, 渡邉拓貴, 安本慶一: “VR空間の単純な視覚刺激が及ぼす体感音量への影

響調査,” マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2023）シンポジウム論文集, pp.1501-

1505, 富山県富山市, 2023 年 7月. 

D-6. 松田裕貴: “書画カメラを用いた珠算行動センシング,” 電子情報通信学会技術研究報告, センサネ

ットワークとモバイルインテリジェンス研究会（SeMI）, Vol.123, No.31, pp.70-75, 沖縄県国頭郡, 2023

年 5 月. 

D-7. 大内啓樹, 進藤裕之, 若宮翔子, 松田裕貴, 井之上直也, 東山翔平, 中村哲, 渡辺太郎: “地球

の歩き方旅行記データセット,” 言語処理学会第 29 回年次大会（NLP '23）, B12-1, pp.2920-2924, 

沖縄県宜野湾市, 2023 年 3 月. 

D-8. 上田健太郎, 松田裕貴, 伊勢田氷琴, 立花巧樹, 呉健朗, 須田哲生, 古野雅人, 諏訪博彦: “BLE

受信状況を用いた混雑度推定手法のオフィスのオープンスペースへの適用,” 第 46 回社会における

AI 研究会（SIG-SAI）/ 社会システムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '23）, pp.1-7, 北海道虻田郡, 

2023 年 3 月. 《研究会優秀賞》 

D-9. 後藤逸兵, 上田健太郎, 佐瀬凌太, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “BLE を用いたバスのリアル

タイム乗車人数推定手法の提案と評価,” 第 46回社会における AI 研究会（SIG-SAI）/ 社会システム

と情報技術研究ウィーク（WSSIT '23）, pp.1-7, 北海道虻田郡, 2023 年 3 月. 

D-10. 木俣雄太, 鳥羽望海, 真弓大輝, 松田裕貴, 榊原太一, 松田裕貴: “テレビ CM がネット検索行動

に与える影響の調査システムの開発,” 社会情報学会関西支部研究会（SSI）/ 社会システムと情報技

術研究ウィーク（WSSIT '23）, pp.1-8, 北海道虻田郡, 2023 年 3 月. 

D-11. 真弓大輝, 中村優吾, 松田裕貴, 三崎慎也, 安本慶一: “Kaolid: 飲料の味変化のための口中香を

実現する蓋型嗅覚デバイスの設計と基礎評価,” IoT 行動変容学研究グループ第３回研究会（BTI3）, 

pp.1-8, 福岡県福岡市, 2023 年 3 月. 《最優秀発表賞》 

D-12. 道浦菜々子, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “ユーザ嗜好と血糖値を考慮した高血糖抑制支援シ

ステムの実現と評価,” 電子情報通信学会技術研究報告, センサネットワークとモバイルインテリジェ

ンス研究会（SeMI）, Vol.122, No.390, pp.31-36, 愛知県名古屋市, 2023 年 3 月. 《優秀発表賞》 《若

手研究奨励賞》 

D-13. 松田裕貴, 榊原太一, 真弓大輝, 松田裕貴, 安本慶一: “テレビ視聴行動を再現するエージェントシ

ミュレータの構築に向けた基礎分析,” 第 15 回データ工学と情報マネジメントに関するフォーラム

（DEIM '23）, pp.1-6, オンライン, 2023 年 3 月. 



D-14. 河中昌樹, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “車載動画キュレーションのための観光地らしさ推定モ

デルの構築,” 第 29回社会情報システム学シンポジウム（ISS29）, pp.1-7, 沖縄県石垣市, 2023 年 1

月. 

D-15. 近藤亮介, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “伸縮センサを用いた呼吸センシングによる水泳パフォ

ーマンス解析システムの提案,” ポスター, IoT 行動変容学研究グループ第２回研究会（BTI2）, pp.71-

74, 奈良県奈良市, 2022 年 11 月. 

D-16. 真弓大輝, 中村優吾, 松田裕貴, 三崎慎也, 安本慶一: “鼻腔経路の異なる香りを提示可能なデバ

イスの設計と味覚に与える影響の基礎評価,” デモ, 第 30 回マルチメディア通信と分散処理ワークシ

ョップ（DPSWS2022）, pp.175-180, 鳥取県米子市, 2022 年 10 月. 《優秀デモンストレーション賞》 

D-17. De León A. Sergio, Yuki Matsuda, Keiichi Yasumoto: “Concept Design for Inclusive and Engaging 

Augmented Reality Assisted Disaster Prevention Guidelines,” デモ, 第 30回マルチメディア通信と分

散処理ワークショップ（DPSWS2022）, pp.181-185, 鳥取県米子市, 2022 年 10 月. 

D-18. 河中昌樹, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “ドライブレコーダを用いたメモリアル経路動画キュレー

ションのための"観光地らしさ"の再考,” 第 30 回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ

（DPSWS2022）, pp.112-118, 鳥取県米子市, 2022 年 10 月. 《優秀プレゼンテーション賞》 

D-19. 林慶元, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “Detecting and soothing negative emotions through 

multi-modal sensing and activity suggestions,” 2022 年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-

5, オンライン, 2022 年 9 月. 

D-20. 三嶋祐輝, 松井智一, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “3D ポイントクラウドを用いたマイクロ行動

認識の検討,” 2022 年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-6, オンライン, 2022 年 9 月. 《支

部大会奨励賞》 

D-21. 福光嘉伸, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “マイクロタスク型クラウドソーシングにおける不適切回

答のリアルタイム検出・介入手法の検討,” 2022年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-6, オ

ンライン, 2022 年 9 月. 《支部大会奨励賞》 

D-22. 後藤逸兵, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “痕跡を用いた野生動物の個体識別手法の提案,” 

2022 年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-7, オンライン, 2022 年 9 月. 

D-23. 道浦菜々子, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “AR とナッジを用いた高血糖抑制のための食事行

動変容システムの検討,” 2022 年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-8, オンライン, 2022

年 9 月. 《支部大会奨励賞》 

D-24. 阪上遥, 山田理, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “混雑センシングと人流シュミレーションを組み

合わせた人流のデジタルツインの提案,” 2022 年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-7, オ

ンライン, 2022 年 9 月. 《支部大会奨励賞》 

D-25. 伊勢田氷琴, 西島伶井斗, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “宅内行動認識に向けた環境発電に

よるセンシングおよび機械学習手法の提案,” 2022年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-8, 

オンライン, 2022 年 9 月. 《支部大会奨励賞》 

D-26. 立花巧樹, 松田裕貴, 磯部海斗, 真弓大輝, 諏訪博彦, 安本慶一, 村尾和哉: “アクティブ音響セ

ンシングによるポイ捨てゴミの種別認識手法の提案,” マルチメディア, 分散, 協調とモバイル

（DICOMO 2022）シンポジウム論文集, pp.258-264, オンライン, 2022 年 7月. 

D-27. 真弓大輝, 中村優吾, 三崎慎也, 松田裕貴, 安本慶一: “Aromug: 糖分摂取量低減を補助するス

マートマグカップの設計と基礎評価,” マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2022）シン

ポジウム論文集, pp.981-988, オンライン, 2022 年 7月. 《最優秀論文賞》 《最優秀プレゼンテーショ

ン賞》  

D-28. 渡邉拓貴, 松田裕貴: “視覚情報が音声情報提示の主観的音量に与える影響の調査,” マルチメデ

ィア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2022）シンポジウム論文集, pp.1318-1322, オンライン, 2022

年 7月. 《優秀論文賞》 



D-29. 諏訪博彦, 松田裕貴, 安本慶一: “BLEを用いた濃厚接触判定アプリによるデータ収集実験と評価,” 

マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2022）シンポジウム論文集, pp.133-139, オンライ

ン, 2022 年 7月. 

D-30. 荒川豊, 中村優吾, 松田裕貴: “実生活中の継続的な生体センシングの難しさ,” 人工知能学会全

国大会（第 36回）, pp.1-4, 京都府京都市, 2022 年 6 月. 

D-31. 松田裕貴, 田谷瑛悟, 諏訪博彦, 安本慶一: “BLECE： BLE を用いた公共施設・飲食店の混雑度

推定手法,” 電子情報通信学会技術研究報告, センサネットワークとモバイルインテリジェンス研究会

（SeMI）, Vol.122, No.46, pp.40-45, 沖縄県中頭郡, 2022 年 5 月. 《優秀発表賞》 《若手研究奨励

賞》 

D-32. 真弓大輝, 中村優吾, 松田裕貴, 安本慶一: “Aromug：糖分摂取量低減を補助するスマートマグカッ

プの検討,” 情報処理学会 IoT 行動変容学研究グループ キックオフシンポジウム, pp.1-4, 東京都

渋谷区, 2022 年 4 月. 《実用化期待賞》 

D-33. 真弓大輝, 中村優吾, 松田裕貴, 松井智一, 三崎慎也, 安本慶一, 野原潤子: “香りナッジが実店

舗の購買行動に及ぼす影響の調査,” 第 15回行動変容と社会システム研究会（BCSS）/ 社会システ

ムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '22）, Vol.8, pp.1-6, 北海道虻田郡, 2022 年 3 月. 

D-34. 吉川莉央, 松田裕貴, 大山航平, 諏訪博彦, 安本慶一: “参加型センシングにおける不良回答の誘

因調査 ─ 実環境データに基づく分析,” 第 15 回行動変容と社会システム研究会（BCSS）/ 社会シ

ステムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '22）, Vol.8, pp.1-8, 北海道虻田郡, 2022 年 3 月. 

D-35. 中岡黎, 大井一輝, 尾崎麻希, 三崎慎也, 中村優吾, 松田裕貴, 諏訪博彦, 眞野智生, 城戸顕, 

安本慶一: “リハビリ患者の巧緻性の客観的評価に向けた箸型センサを用いた巧緻動作認識手法の

検討,” 第 39 回社会における AI 研究会（SIG-SAI）/ 社会システムと情報技術研究ウィーク（WSSIT 

'22）, pp.1-7, 北海道虻田郡, 2022 年 3 月. 

D-36. 松井智一, 木俣雄太, 三崎慎也, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “サイバーフィジカル空間共有

システムにおけるプライバシーフィルタリング機構の検討,” 第 206回知能システム研究会（SIG-ICS）/ 

社会システムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '22）, Vol.2022-ICS-206, No.3, pp.1-7, 北海道虻田郡, 

2022 年 3 月. 

D-37. Sergio De León Aguilar, Yuki Matsuda, Keiichi Yasumoto: “Survey Study on Factors in Civil Defense 

Participation,” 第 206 回知能システム研究会（SIG-ICS）/ 社会システムと情報技術研究ウィーク

（WSSIT '22）, Vol.2022-ICS-206, No.12, pp.1-7, 北海道虻田郡, 2022 年 3 月. 

D-38. 田谷瑛悟, 金光勇慈, 立花巧樹, 中村優吾, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “BLE信号を用いた

電車車両における混雑度推定手法の検討,” 電子情報通信学会技術研究報告（AI2021-30）/ 社会

システムと情報技術研究ウィーク（WSSIT '22）, Vol.121, No.439, pp.25-30, 北海道虻田郡, 2022 年 3

月. 

D-39. 松田裕貴, 榊原太一, 木俣雄太, 鳥羽望海, 真弓大輝, 松田裕貴, 安本慶一: “テレビ視聴におけ

る非特定視聴履歴データとインターネット検索データの関係性分析,” 第 14回データ工学と情報マネ

ジメントに関するフォーラム（DEIM '22）, pp.1-6, オンライン, 2022 年 3 月. 

D-40. 立花巧樹, 中岡黎, 宮地篤士, 冨田周作, 松田裕貴, 中村優吾, 諏訪博彦: “カメラ装着型トングを

用いたポイ捨てごみの種別認識手法の提案と評価,” 第 28 回社会情報システム学シンポジウム

（ISS28）, pp.1-6, オンライン, 2022 年 1 月. 《優秀発表賞》 

D-41. 野原潤子, 真弓大輝, 松田裕貴, 中村優吾, 楠登百, 岩田惠美子: “大和の伝統野菜「大和丸なす」

の購買行動に繋げる効果的なおいしさの伝達方法の検討,” ポスター, 第 20 回日本栄養改善学会

近畿支部会学術総会, 2021 年 12 月. 

D-42. 天野辰哉, 水本旭洋, 山口弘純, 松田裕貴, 藤本まなと, 諏訪博彦, 安本慶一, 中村優吾, 田上

敦士: “新生活様式におけるコミュニティ形成のためのサイバーフィジカル空間共有基盤の設計開発,” 

第 29回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集（DPSWS '21）, pp.129-138, 鹿児島県霧

島市, 2021 年 10 月. 《優秀論文賞》 



D-43. 山田理, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “PoI別時系列混雑度情報用いたメッシュにおける混雑度

予測の検証,” 第 29回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集（DPSWS '21）, pp.41-49, 

鹿児島県霧島市, 2021 年 10 月. 

D-44. 中岡黎, 中村優吾, 松田裕貴, 三崎慎也, 安本慶一: “メシクエ:ご飯を食べて敵を倒す食育ゲーム

の提案,” 第 29回マルチメディア通信と分散処理ワークショップ論文集（DPSWS '21, デモ）, pp.197-

198, 鹿児島県霧島市, 2021 年 10 月. 

D-45. 立花巧樹, 中岡黎, 宮地篤士, 冨田周作, 松田裕貴, 中村優吾, 諏訪博彦: “センサ装着型トング

を用いたポイ捨てごみの種別・位置情報収集システムの提案,” 第 29 回マルチメディア通信と分散処

理ワークショップ論文集（DPSWS '21, デモ）, pp.199-202, 鹿児島県霧島市, 2021 年 10 月. 

D-46. 竹山旭, 上田啓太, 川口珠里, 片山洋平, 松井智一, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “スマート

フォンアプリを利用した口腔内撮影の自動化 AI とその実力,” 第 64 回秋季日本歯周病学会学術大

会（ポスター）, p.140, オンライン, 2021 年 10 月. 

D-47. 真弓大輝, 松井智一, 中村優吾, 松田裕貴, 安本慶一: “嗅覚に作用するナッジを用いた購買行動

変容システムの検討,” 2021 年度 情報処理学会関西支部 支部大会, pp.1-7, オンライン, 2021 年 9

月. 

D-48. 幸田雄太, 川口健一, 水本旭洋, 松田裕貴: “3 次元前処理を用いない深層学習モデルを用いた室

内空間の損傷検知に関する基礎的研究,” 2021 年度日本建築学会大会学術講演会（シェル・空間構

造部門）, No.20455, pp.959-960, 2021 年 9 月. 

D-49. 松田裕貴, 中村優吾, 諏訪博彦, 安本慶一: “人の知覚の集合知による参加型 IoT センサ調整プラ

ットフォームの設計,” マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2021）シンポジウム論文集, 

pp.591-599, オンライン, 2021 年 6-7月. 

D-50. 金光勇慈, 田谷瑛悟, 立花巧樹, 中村優吾, 松田裕貴, 諏訪博彦, 安本慶一: “BLE を用いた路線

バスの混雑度推定,” マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2021）シンポジウム論文集, 

pp.62-69, オンライン, 2021 年 6-7月. 《優秀発表賞》 

D-51. 大井一輝, 中村優吾, 松田裕貴, 藤本まなと, 安本慶一: “IMU センサを用いた棒体操トラッキング

システムの検討,” マルチメディア, 分散, 協調とモバイル（DICOMO 2021）シンポジウム論文集, 

pp.1520-1526, オンライン, 2021 年 6-7月. 
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